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歳入

令和6年度 令和5年度 増減額 増減率

個人市民税 184億8839万円 180億8810万円 4億　 29万円 2.2%

法人市民税 23億1910万円 25億9610万円 △2億7700万円 △10.7%

固定資産税 190億9317万円 180億4150万円 10億5167万円 5.8%

都市計画税 30億7420万円 29億4870万円 1億2550万円 4.3%

その他 15億5510万円 15億3310万円 2200万円 1.4%

合計 445億2996万円 432億  750万円 13億2246万円 3.1%

変化する時代　命を尊重し安全・安心な未来を築く予算

一般会計予算 815億 2300万円［前年度比86億100万円増］ 

　令和６年度の一般会計の予算規模は、前年度比11.8％、
86 億 100 万円増の 815 億 2300 万円となりました。初年
度となる第六期長期計画・調整計画に掲げられた優先事項
を着実に推進するとともに、社会・経済全体の不確かな状
況を踏まえ、「選択と集中」を念頭に置き、限られた財源
を真に必要な事業に重点的かつ効率的に配分することを基

本に予算を編成しました。
　予算とは、４月から翌年３月の会計年度における収支

（歳入・歳出）の見積もりで、その年度に実施する行政サ
ービスの内容や費用を表しています。地方自治法などに基
づいて市議会に予算案を提出し、３月の市議会にて審議さ
れます。

一般会計歳入・歳出予算
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令和６年度予算案 ～規模とあらまし～特集2

■市税の内訳

■予算総額と市税予算額の推移（一般会計）

■主な性質別予算構成比
物件費 25.8% 委託料、光熱水費、消耗品費など

扶助費 24.3% 福祉、医療給付費など

投資的経費 15.3% 学校などの施設や道路の整備など

人件費 13.6% 職員給与、議員報酬など

補助費等 11.1% 市民や各種団体への補助金など

繰出金 7.2% 特別会計に繰り出す負担金など

公債費 1.6% 市債（市の借金）の返済など

その他 1.1% 維持修繕、貸付金、積立金など

市税
54.6％

国庫
支出金
13.0％

地方消費税
交付金4.3％

使用料及び
手数料1.8％

その他1.6％

諸収入1.3％ 繰越金0.9％

市債3.9％

法人事業税
交付金1.1％

地方特例
交付金0.9％

繰入金5.4％

都支出金
11.2％

■主な行政目的の説明

民生費 社会福祉、高齢者福祉、児童福祉、生活保護など
の経費、保育施設や福祉施設の経費など

教育費 市立小中学校の管理運営、図書館・武蔵野プレイ
ス・総合体育館などの管理運営に要する経費など

総務費 企画、財務、徴税、統計、住民票・戸籍などの経費、
庁舎や市民文化会館などの維持管理、人件費など

衛生費 各種検診や予防接種などの保健・医療・健康づく
り事業、ごみの収集・処理、公害対策に要する経
費など

土木費 道路・公園の整備や維持管理、計画的なまちづくり
に要する経費など

歳出
（目的別）

民生費
44.1％

教育費
18.0％

総務費
15.6％

衛生費
8.6％

消防費
2.7％

土木費
  7.6％

公債費1.6％ その他1.8％

13万7043円
［12万6582円］

■高齢者、障害者福祉　
　などのために

4万2048円
［4万4823円］

■道路、公園整備など
　まちづくりに

2万4136円
［2万1924円］

■ごみ処理、環境保全の
　ために

4706円
［4458円］

■商業振興、消費者
　保護のために

8657円
［9308円］

■市債（市の借金）の
　返済に

5万4506円
［4万1748円］

■行政運営のために

1万4635円
［1万4574円］

■消防、災害対策に

3326円
［3197円］

■市議会運営に

2万4707円
［2万7642円］

■市民の健康を守る
　ために

2万2851円
［1万3262円］

■コミュニティ、文化、
　国際交流のために

1572円
［1581円］

■その他

11万3920円
［10万1979円］

■子育て支援の
　ために

9万9436円
［8万1758円］

■学校教育、図書館、
　スポーツ推進に

区分
令和6年度末残高 

（見込み）
令和5年度末残高

（見込み）

一般会計 119億7811万円 99億7899万円

下水道事業会計 76億4861万円 76億4864万円

土地開発公社 100億 950万円 73億2725万円

合計 296億3622万円 249億5488万円

借入金（市の借金）の状況

※学校や公園、道路など長年にわたり使用する施設の建設費や土地購入費
の資金を借り入れ、毎年公債費として返済をしています。多額な支出によ
る財政負担を年度間で平準化することと、将来の市民にも公平に費用を負
担していただくという考えにより、借り入れを行っています。

※ページ内の各表では、各項目で四捨五入しているため、表内の増減率や
合計が一致しない場合があります。

区分
令和6年度末 

（当初予算ベース）
令和5年度末残高

（見込み）

財政調整基金 70億 956万円 70億 950万円

特定目的基金
公共施設整備基金 183億6560万円 201億5883万円
学校施設整備基金 185億4804万円 205億4681万円
吉祥寺まちづくり基金 46億7558万円 46億9296万円
公園緑化基金 54億3583万円 56億3572万円
その他 11億5473万円 12億7556万円

介護給付費等準備基金 11億1867万円 12億9094万円

合計 563億 801万円 606億1032万円

基金（市の貯金）の状況

※老朽化した施設の更新、公園や都市インフラの整備などの財源として活
用するため、公共施設整備基金や学校施設整備基金などを設け、積み立て
をしています。下水道事業基金については令和6年3月で廃止します。

会計名 令和6年度 令和5年度 増減率

一般会計 815億2300万円 729億2200万円 11.8%

国民健康保険事業会計 144億2999万円 138億9018万円 3.9%

後期高齢者医療会計 44億7378万円 42億5497万円 5.1%

介護保険事業会計 129億2807万円 125億4166万円 3.1%

会計別予算額

区分 令和6年度 令和5年度 増減率

収益的収入 38億4629万円 38億 185万円 1.2%

収益的支出 37億9597万円 37億5594万円 1.1%

資本的収入 3億8228万円 3億 923万円 23.6%

資本的支出 10億1766万円 9億 434万円 12.5%

水道事業会計予算額

区分 令和6年度 令和5年度 増減率

収益的収入 29億 393万円 28億9294万円 0.4%

収益的支出 28億3152万円 28億3433万円 △0.1%

資本的収入 6億5174万円 6億3219万円 3.1%

資本的支出 10億6199万円 10億5278万円 0.9%

下水道事業会計予算額

市民１人当たりの
予算額 ［  ］は前年度予算

武蔵野市の人口 

14万7809人
令和6年1月1日現在

1人当たりの予算額 

55万1543円
［49万2836円］
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市民の環境配慮行動への
エコポイント付与

新規

〈衛生費〉162万円

令和 5 年度に作成した「気候
危機打開！むさしの市民エコ
アクション」の実践と定着化
に向け、エコアクションに取
り組むきっかけづくりとして、
市民の環境配慮行動にエコポ
イントを付与します。

下水道事業で長期包括契約方式を導入
レベルアップ

継続

アントニン・レーモンド設
計の旧赤星鉄馬邸の保存と、
緑豊かな庭との一体的な利
活用をするための取り組み
を進めます。

〈総務費〉2493万円

旧赤星鉄馬邸の
利活用検討

旧赤星鉄馬邸

一般公開の様子（令和5年5月）

「気候危機打開！むさしの
市民エコアクション」

予算のポイントや特徴ある事業など
をまとめた「予算案の概要」や、前
年度との比較、主要な施策予算一覧、
市民施設の概要などをまとめた「予
算参考資料」を市ホームページで公
開しています。

新規 新規事業

継続 継続事業

レベルアップ 拡大・充実事業
（予算額に「＊」のある事業は既存事業費を含む）

令和 6 年度予
算案の概要・
予算参考資料

全世帯を対象とした
家具転倒防止金具などの購入費補助

地震災害の際の自助の取り
組みとして効果が期待され
る家具転倒防止対策につい
て、従来の高齢者支援課・
障害者福祉課の事業に加え、
新たに全世帯を対象とした
支援を行います。首都直下
地震から市民の生命、身体、
財産を守る事業を推進して
いきます。

〈消防費〉1176万円

新規

地震で倒れた家具

自治体DXのさらなる推進
市民の利便性向上を図るとともに、デジタル技術の活用
による業務効率化・生産性向上を推進します。

令和6年度 特徴ある事業

行政手続きの申請過程で
デジタルツールを活用す
ることで、オンライン申
請の拡充など市民の利便
性向上や業務効率化を図
ります。

〈総務費〉3527万円

■ 申請手続きのDX推進 新規

窓口やオンラインでの手
続きがより分かりやすく
簡単に行えるよう、市民
サービス向上と業務効率
化の検討を行います。

〈民生費〉770万円

■ 子どもに関する手続きのワンストップ化
に向けた窓口業務の改善 新規

外部のICT専門人材を引
き続き任用し、DX をさ
らに推進します。

〈総務費〉241万円

■ 最高情報責任者 (CIO）補佐官の任用 レベルアップ

最新の各指標を地図デー
タに反映し、公開するこ
とでより広く市民などが
活用できる仕組みを検討
します。

〈総務費〉400万円

■ 地域生活環境指標データの活用 新規

水質調査の様子

〈衛生費〉＊582万円

多摩地域における PFAS（有
機フッ素化合物）汚染問題に
関心が高まっていることから、
市内の井戸水の状況を把握す
るため、令和6年度は民間井
戸についてPFASの水質調査
を行います。

民間井戸のPFAS水質調査
レベルアップ

電気使用量を削減する
などの環境配慮行動に
エコポイントを付与

下水道施設の計画的・
効率的管理により、安
定的・持続的な下水道
サービスの提供を将来
にわたり実現するため、
民間事業者のノウハウ
などを活用した長期包
括契約方式を試行的に
導入します。

〈下水道事業会計〉＊2億4935万円
※老朽化対策関連事業費を除く

〈民生費〉9476万円

市では、中重度の要介護の方が在宅生活を継続できるま
ちを目指しています。市有地を活用し、公募した民間事

業者による看護小規
模多機能型居宅介護
事業所の開設を支援
します。

新規

看護小規模多機能型
居宅介護事業所の整備

施設の完成イメージ

生成 AI サービスを試行
的に導入し、文書作成や
キャッチフレーズ考案、
事業企画などの補助とし
て活用します。

■  生成AIサービスの試行導入 新規

〈総務費〉473万円

エネルギー地産地消プロジェクト イメージ

公共施設における
電力の最適化検討

新規

公共施設における再エネ電力の安定的な調達を図るため
の手法や、クリーンセンターのごみ発電による電力のさ
らなる有効利用の方法を含め、市の公共施設全体の電力
の最適化について検討します。

〈衛生費〉583万円

電気の流れ（自己託送）
蒸気の流れ

電気の流れ（自営線）

総合体育館

第四中学校

非常用
武蔵野市役所

むさしの
エコreゾート

緑町コミュニティ
センター

市立小・中学校へ

温水プール

クリーンセンター

予定地
吉祥寺南町3丁目24番

開設予定
令和7年度

ポイントに応じて市内
産の商品などの景品と
交換

現在の発注方式

業務ごと契約
（単年度）

市

コンサルタント

清掃業者
個別契約

個別契約
施工業者

長期包括契約方式

一部業務を
まとめて契約
（複数年度）

市

共同企業体

コンサルタント

清掃業者

施工業者

一括契約

個別契約

〈民生費〉1100万円

市福祉総合相談窓口には、社会的な孤立やひきこもりな
ど、さまざまな課題を抱える方から相談が寄せられてい
ます。精神保健に課題を抱える方やその家族が地域で安

定した生活ができるよ
う、精神保健福祉士や
看護師などの専門職に
よるアウトリーチ（訪
問）支援を行います。

新規

精神保健分野のアウトリーチ支援
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市民の環境配慮行動への
エコポイント付与

新規

〈衛生費〉162万円

令和 5 年度に作成した「気候
危機打開！むさしの市民エコ
アクション」の実践と定着化
に向け、エコアクションに取
り組むきっかけづくりとして、
市民の環境配慮行動にエコポ
イントを付与します。

下水道事業で長期包括契約方式を導入
レベルアップ

継続

アントニン・レーモンド設
計の旧赤星鉄馬邸の保存と、
緑豊かな庭との一体的な利
活用をするための取り組み
を進めます。

〈総務費〉2493万円

旧赤星鉄馬邸の
利活用検討

旧赤星鉄馬邸

一般公開の様子（令和5年5月）

「気候危機打開！むさしの
市民エコアクション」

予算のポイントや特徴ある事業など
をまとめた「予算案の概要」や、前
年度との比較、主要な施策予算一覧、
市民施設の概要などをまとめた「予
算参考資料」を市ホームページで公
開しています。

新規 新規事業

継続 継続事業

レベルアップ 拡大・充実事業
（予算額に「＊」のある事業は既存事業費を含む）

令和 6 年度予
算案の概要・
予算参考資料

全世帯を対象とした
家具転倒防止金具などの購入費補助

地震災害の際の自助の取り
組みとして効果が期待され
る家具転倒防止対策につい
て、従来の高齢者支援課・
障害者福祉課の事業に加え、
新たに全世帯を対象とした
支援を行います。首都直下
地震から市民の生命、身体、
財産を守る事業を推進して
いきます。

〈消防費〉1176万円

新規

地震で倒れた家具

自治体DXのさらなる推進
市民の利便性向上を図るとともに、デジタル技術の活用
による業務効率化・生産性向上を推進します。

令和6年度 特徴ある事業

行政手続きの申請過程で
デジタルツールを活用す
ることで、オンライン申
請の拡充など市民の利便
性向上や業務効率化を図
ります。

〈総務費〉3527万円

■ 申請手続きのDX推進 新規

窓口やオンラインでの手
続きがより分かりやすく
簡単に行えるよう、市民
サービス向上と業務効率
化の検討を行います。

〈民生費〉770万円

■ 子どもに関する手続きのワンストップ化
に向けた窓口業務の改善 新規

外部のICT専門人材を引
き続き任用し、DX をさ
らに推進します。

〈総務費〉241万円

■ 最高情報責任者 (CIO）補佐官の任用 レベルアップ

最新の各指標を地図デー
タに反映し、公開するこ
とでより広く市民などが
活用できる仕組みを検討
します。

〈総務費〉400万円

■ 地域生活環境指標データの活用 新規

水質調査の様子

〈衛生費〉＊582万円

多摩地域における PFAS（有
機フッ素化合物）汚染問題に
関心が高まっていることから、
市内の井戸水の状況を把握す
るため、令和6年度は民間井
戸についてPFASの水質調査
を行います。

民間井戸のPFAS水質調査
レベルアップ

電気使用量を削減する
などの環境配慮行動に
エコポイントを付与

下水道施設の計画的・
効率的管理により、安
定的・持続的な下水道
サービスの提供を将来
にわたり実現するため、
民間事業者のノウハウ
などを活用した長期包
括契約方式を試行的に
導入します。

〈下水道事業会計〉＊2億4935万円
※老朽化対策関連事業費を除く

〈民生費〉9476万円

市では、中重度の要介護の方が在宅生活を継続できるま
ちを目指しています。市有地を活用し、公募した民間事

業者による看護小規
模多機能型居宅介護
事業所の開設を支援
します。

新規

看護小規模多機能型
居宅介護事業所の整備

施設の完成イメージ

生成 AI サービスを試行
的に導入し、文書作成や
キャッチフレーズ考案、
事業企画などの補助とし
て活用します。

■  生成AIサービスの試行導入 新規

〈総務費〉473万円

エネルギー地産地消プロジェクト イメージ

公共施設における
電力の最適化検討

新規

公共施設における再エネ電力の安定的な調達を図るため
の手法や、クリーンセンターのごみ発電による電力のさ
らなる有効利用の方法を含め、市の公共施設全体の電力
の最適化について検討します。

〈衛生費〉583万円

電気の流れ（自己託送）
蒸気の流れ

電気の流れ（自営線）

総合体育館

第四中学校

非常用
武蔵野市役所

むさしの
エコreゾート

緑町コミュニティ
センター

市立小・中学校へ

温水プール

クリーンセンター

予定地
吉祥寺南町3丁目24番

開設予定
令和7年度

ポイントに応じて市内
産の商品などの景品と
交換

現在の発注方式

業務ごと契約
（単年度）

市

コンサルタント

清掃業者
個別契約

個別契約
施工業者

長期包括契約方式

一部業務を
まとめて契約
（複数年度）

市

共同企業体

コンサルタント

清掃業者

施工業者

一括契約

個別契約

〈民生費〉1100万円

市福祉総合相談窓口には、社会的な孤立やひきこもりな
ど、さまざまな課題を抱える方から相談が寄せられてい
ます。精神保健に課題を抱える方やその家族が地域で安

定した生活ができるよ
う、精神保健福祉士や
看護師などの専門職に
よるアウトリーチ（訪
問）支援を行います。

新規

精神保健分野のアウトリーチ支援



19 18

部活動の着実な地域連携の推進
レベルアップ

子どもの権利条
例リーフレット
( かんたん版・
くわしい版)

高齢者の聴こえの支援
（補聴器の購入費補助など）

加齢による聴力の低下は、社会参加の機会の減少や認知
症のリスクが高まる要因となります。加齢性難聴や補聴
器の正しい理解の普及・啓発、補聴器装用などについて
の相談および補聴器購入費補助による聴こえの支援を行
い、住み慣れた地域でその人らしい日常生活が続けられ
るよう支援します。

〈民生費〉1557万円

新規

部活動指導員の増員と部活動コーディネーターの配置に
より、持続可能な部活動の体制づくりを進めます。

〈教育費〉＊3642万円

〈教育費〉＊1億9965万円

不登校の小・中学生の増加に対応するため学校内の支援
体制を整備します。また、教育支援センターの教育相談
やスクールソーシャルワーカーへの相談数も増加傾向に
あるため、職員体制を拡充し、相談支援体制を強化します。

不登校対策と教育相談の体制強化

三鷹駅北口周辺の再整備に向けた検討

レベルアップ

駅前広場の機能改善と、歩行者中心のにぎわいのある駅
周辺への再整備を目指し、実現に向けて検討を進めます。

〈土木費〉2213万円

改修後のイメージ（プロポーザル提案時のもので変更の可能性あり）

交通が整理され
歩行者中心とな
った駅前広場の
イメージ（例）

パブリックスペース
利活用社会実験の様子

令和5年度子どもの権利の日イベントの様子

子どもの権利
擁護機関の設置

レベルアップ

令和5年4月に施行した「武蔵野市子どもの権利条例」に
基づいて子どもの権利擁護機関を設置するとともに、子
どもの権利の普及・啓発の取り組みを進めます。

〈総務費〉＊3815万円
吉祥寺駅南口周辺のまちづくり
吉祥寺駅南口エリアのまちづくりに関するさまざまな取
り組み・工事などを行います。

吉祥寺パークエリアの将来像の立案に向けて、まちの機
運を高めるための取り組みを行います。

〈総務費〉1264万円

■ 吉祥寺パークエリアまちの将来像立案に向けた 
地域展開支援 継続

より安全で利用しやすい施設として再整備するため、改
修工事の基本設計・実施設計などを進めます。

〈総務費〉8604万円

■ 武蔵野公会堂改修工事関連 継続

第五中学校完成イメージ

第一中学校完成イメージ

中学校での部活動指導員による指導の様子

吉祥寺駅南口周辺
（パークロード）の
様子

「吉祥寺駅南口交通環境基本方針の策定に向けた考え方」
に基づき、引き続き「吉祥寺駅南口交通環境基本方針」

の策定に向けた
議論を深めてい
きます。

〈土木費〉947万円

■ 吉祥寺駅南口周辺交通体系検討 継続

来街者が迷うことなく安心してまちを楽しむことができ
るよう、南口暫定広場に歩行者用案内サインを設置する
とともに、車止めの一部を可動式に改修するなど、ひと
が集い、利活用しやすい環境に改善します。

〈土木費〉448万円

■ 吉祥寺駅南口暫定広場環境改善工事 新規

〈教育費〉63億5128万円

令和2 年 3月に策定した「武蔵野市学校施設整備基本計
画」に基づき、第一中学校・第五中学校、第五小学校・
井之頭小学校の改築事業を進めます。

学校改築
継続

市の予算に関する資料は、市役所市政資料コーナーや
ホームページなどでご覧いただけます。

家庭と子どもの支援員
（常駐型）配置校

8校 13 校

教育相談員

12名 13 名

チーフスクール
ソーシャルワーカー

新規配置

補聴器に関する普及・啓発ブース

継続
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来街者が迷うことなく安心してまちを楽しむことができ
るよう、南口暫定広場に歩行者用案内サインを設置する
とともに、車止めの一部を可動式に改修するなど、ひと
が集い、利活用しやすい環境に改善します。

〈土木費〉448万円

■ 吉祥寺駅南口暫定広場環境改善工事 新規

〈教育費〉63億5128万円

令和2 年 3月に策定した「武蔵野市学校施設整備基本計
画」に基づき、第一中学校・第五中学校、第五小学校・
井之頭小学校の改築事業を進めます。

学校改築
継続

市の予算に関する資料は、市役所市政資料コーナーや
ホームページなどでご覧いただけます。

家庭と子どもの支援員
（常駐型）配置校

8校 13 校

教育相談員

12名 13 名

チーフスクール
ソーシャルワーカー

新規配置

補聴器に関する普及・啓発ブース

継続




